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新たな仲間づくりをめざす農福連携シンポジウム 

『農業におけるアクセシビリティ／未来の担い手のための技術開発』 
7 月 9 日（水曜日）大阪公立大学、大阪府立西浦支援学校と共同開催 

  

おおさか環農水研では大阪公立大学、大阪府立西浦支援学校との共催で農福連携シンポジウ

ム「農業におけるアクセシビリティ／未来の担い手のための技術開発」を開催します。 

３者は大阪府の主要な農作物であるブドウを軸とした地域への貢献と、支援学校生徒の卒業

後の豊かな生活を実現しようと農福連携についての共同研究を進めています。 

障がいのある児童生徒にとって、農業はやりがいのある学びの場となることが多く、働く場

としての期待も高い一方、高品質な農産物生産には複雑で高度な技術が求められます。農業キ

ャリア教育において、彼らの「わかる」と「できる」を育て、技術習得を促すため、講演では

農業におけるアクセシビリティにかかる研究や技術開発について、現状と将来に向けた取組を

紹介します。パネルディスカッションでは、農福連携の視点から、めざすべき農業の将来像を

議論します。 

 

１．日時 

2025 年７月９日（水曜日） 午後１時 30 分から５時まで 

 

２．開催方法・場所 

会場およびオンライン 

会  場：大阪公立大学文化交流センター 

 （大阪市北区梅田 1-2-2-600 大阪駅前第 2 ビル 6 階） 

アクセス：JR 大阪駅から徒歩７分 地下鉄西梅田駅から徒歩５分 

 

３．内容 

【講演 1】 

・ 「画像認識に基づく障がい児農業キャリア教育支援アプリの開発」内海ゆづ子（大阪公

立大学 准教授）／三輪由佳（大阪府立環境農林水産総合研究所 主任研究員） 

・ 「障がいのある生徒の「わかる」と「できる」の実現に求められること／ブドウ栽培を

通した取組から」小海輝勝 （大阪府立西浦支援学校 首席） 

 

【講演 2】 

・ 「未来の担い手のための農作業支援ソリューション」小西充洋 氏（ヤンマーホールデ

ィングス株式会社中央研究所 バイオイノベーションセンター 部長） 

【お問合せ】地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所（環農水研） 

本部・環境と食農の技術センター 担当：豊原、三輪 

TEL：072-979-7068 FAX:072-956-9691 

HP：https://www.knsk-osaka.jp/ 

 

https://www.knsk-osaka.jp/


・ 「高床式砂栽培を用いた農福連携の実現」小倉久弥 氏（東レ建設株式会社 トレファー

ム事業推進室 室長） 

 

【パネルディスカッション】 

「多用な農業の担い手に向けた技術開発の在り方について」 

モデレータ 橫井修司（大阪公立大学 教授）、 

豊原憲子（大阪府立環境農林水産総合研究所 部長） 

パネラー 内海ゆづ子、三輪由佳、小海輝勝、小西充洋氏、小倉久弥氏 

 

４．対象・定員 

農業者、農業関連企業、府市町村、支援教育担当教員、社会福祉施設等職員、その他農福

連携に関心のある方 

定員  会場 100 名（申込先着順）、Web 配信（無制限） 

 

５．参加費 

無料 

 

６．申込方法 

参加申込フォームから事前にお申込みください。 

https://forms.gle/ekZ45k34RkWLsLXe8 

会場参加は定員に達した場合、申込みの受付を終了します。 

  

７．申込締切 

2025 年７月７日（月曜日） 

 

８．お問合せ 

 シンポジウムの申込や取材について 

おおさか環農水研 担当：豊原（連絡先は本紙上部に記載） 

 その他 

大阪公立大学 URA センター 担当：三宅    

 

９．注意事項 

• 障がいがある方等で、参加にあたり配慮を希望する方は、事前にご相談ください。 

• 気象警報発表時等は開催を中止することがあります。その場合は登録されたメールアドレ

ス宛お知らせします。 


